


欧米先進工業国において虚血性疾患が国民保健上の最大の課題の一つとなって

いることは周知の通りであるが,過去 20 年間の我が国の本症増加の傾向をみる

と近い将来に同様の事態が我が国にも招来されることが明らかである。従来本

症を成人の疾患として考えら対策がとられてきたが,本症の発症に関する要因

の中で基本的且最大のものである動脈の粥状硬化症の発生,進展,成立の過程は

乳幼児期を含めた小児期に始まることが明らかにされている。又近年欧米諸国

において本症の発症年令の低下傾向は若しくは動脈の病理変化が促進的に起き

ていることを示している。


